
【えひめっ子多世代交流推進事業】 

「多世代交流推進インストラクター」養成講座 開催要項 

（公益財団法人 関奉仕財団助成金活用事業） 

 

１ 趣旨      

就業形態が多様化し多彩な娯楽手段が発達している現在、地域コミュニティにおける

交際が希薄化し、子どもたちと家族以外の地域住民とが多世代間交流を行う貴重な機会

である伝統行事やボランティア活動等といった地域活動への子どもの参加率が年々低下

している状況にある。 

また、それらの地域活動の多くは大人主体で進められ、子どもたちが主体的に企画・運

営に関わる機会は少ない。 

そこで、本県では、子どもたちの意見を取り入れ、多世代の交流を促進する地域活動

をプロデュースできる人材「多世代交流推進インストラクター」を養成し、地域活動の

推進を図る。 

   

２ 主催 

愛媛県教育委員会 

 

３ 実施日時及び場所 

(1) 日時  第１回：令和７年７月８日（火）  午前９時 30 分～午後４時 

                   令和７年７月９日（水） 午前９時 30 分～午後４時 

      第２回：令和８年２月中旬        午前９時 30 分～午後４時（予定） 

          （※３日間受講した者には、受講証を交付します。） 

(2) 場所 独立行政法人青少年教育振興機構 国立大洲青少年交流の家 

（〒795-0001 愛媛県大洲市北只 1086） 

４ 対象者（定員 40 人程度） 

公民館関係者、愛護班関係者、ＰＴＡ関係者、土曜教育活動指導者、放課後子ども教室

指導者、社会教育士、地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）、地域教育プ

ロデューサー、地域教育協力隊、元教職員、地域活動に関心のある者 他 

 

５ 日程・内容 

(1)第１回：多世代交流を取り入れた地域活動の企画・運営に関する演習を行い、今後

実践したい地域活動について意見交流を行う。 

［１日目］令和７年７月８日（火） 
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【講話】「地域活動を通してつながるチカラ＆つなぐチカラ」 

・多世代交流の必要性、子どもたちの意見を反映した地域活動について知る。 

【演習】「持続可能な地域活動の実際」 

・パン作りを通して多世代の人々が対話しつながり合いながら展開する活動 

を体験する。 

・先進的な事例をもとに、人と人をつなぐための手法について知る。 

（対話力、企画力、ファシリテーション力） 

リフレクション 

・活動の振り返り 

・学びの共有 



［２日目］令和７年７月９日（水） 

 

(2)第２回：各自が実践した多世代交流活動を振り返り、次年度に向けた取組について 

      意見交流を行う。 

［１日間］令和８年２月中旬 

 

６ 講師について 

   講    師 ：ＮＰＯ法人おむすび 理事長 大畑 伸幸 氏 

プロフィール ：島根県益田市生まれ。社会教育士。元島根県益田市教育委員会ひ

とづくり推進監。教員 18 年（小学校８年、中学校 10 年）、社会教

育行政 20 年と様々な現場を経験。「持続可能な地域づくり」を推

進するため、子どもを中心に据えて、学校と地域、地域の人と人

とを丁寧につなぐ活動を数多く展開している。 

 

   講     師 ：ＮＰＯ法人おむすび 事務局長 岩坂 菜月 氏 

   プロフィール ：神奈川県横浜市生まれ。社会教育士。元東京都小学校教諭、現島

根県益田市立桂平小学校社会教育コーディネーター。島根県益田

市において、地域の子どもたちを対象に、木材を使用したものづ

くり体験や、アウトドア体験活動を実施している。 

 

 

７ 申込方法 

  下記ＵＲＬ又は右の二次元コードから、各自お申し込みください。      

【ＵＲＬ】  https://logoform.jp/f/17Ems 

申込期限：令和７年６月 27 日（金） 
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【演習】「地域活動の企画・運営」（模擬体験・グループ活動） 

・国立大洲青少年交流の家の教材等を活用し、具体的な地域活動を企画し、実践する。 

・企画した活動を他グループと共有する。 

・各地域の特色を生かし、活用できそうな題材について考える。 

リフレクション 

・２日間の講座の振

り返り 

・今後実践したい地

域活動の意見交流 
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【講話】「子どもを核とした人づくり・地域づくり」 

・地域づくりを担う人づくりの必要性について確認する。 

【協議】各地域の活動を振り返ろう  

・実践した地域活動の成果と課題について話し合う。 

・今後の地域活動をより充実させるために次年度の取組について話合いを行う。 

リフレクション 

・１年間の講座振り 
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【二次元コード】 



８  留意事項 

○ 実地演習を予定していますので、動きやすい服装で御参加ください。 

（必要な道具は主催者側で準備します。） 

○ 原則として雨天でも実施しますので、雨具は各自で用意してください。 

○ 不明な点があれば、愛媛県教育委員会事務局社会教育課社会教育グループ（担当： 

 氏原 Tel：089-912-2933）までお問い合わせください。 

○ 中止又は変更がある場合には、参加申込時に登録のあったメールアドレス及び愛媛 

県ホームページでお知らせします。 

【ＵＲＬ】https://www.pref.ehime.jp/page/112827.html   

○ ２月の申込みについては、後日連絡します。 

○ 参加者が、定員を大幅に超えた場合には、抽選にて人数を調整をします。人数調整 

 があった場合には、申込時に登録のあったメールアドレスに御連絡します。 

 


